
株式会社エフエム茶笛  

2020 年度第 5回番組審議会議事録 
 

 

１．開催年月日：令和 3年 1月 13日（水）17時 00分～18時 00分 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 2階 会議室 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：5名 

出席委員数：5名 

出席委員  ：水村雅啓（番組審議委員長）、河村香代子、 

飯島静江、黒川進、若月真理子 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局次長    宮岡 洋明 

技術制作課長  秋山 知広 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

５．議事概要 ： 

議題に沿って委員より放送聴取の感想・意見・疑問点などを挙げていただ

き、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要に応じて放送事業者

側出席者が説明・ 回答しながら会を進めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．審議内容 

委員長： 

 それでは、各委員の皆さんからご意見をいただきます。 

 

委員： 

FMチャッピーでは、以前より環境省の「Cool Choice」に積極的に取り組んでいます。菅

総理が「2050 年カーボンニュートラル」を宣言し、2050年までに温室効果ガスの排出をゼ

ロにするという目標を掲げた中で、引き続きこの取り組みを続けてもらいたいと思います。 

 

委員： 

「セピア色の風」（毎週土曜日 20：30～放送）というラジオ番組の中で、高麗神社の高

麗宮司と、大野松茂先生が二週にわたって出演をされていましたが、斬新で特色的な番組だ

と思いました。 YouTube とも連携がされていて、非常に中身も良かったと思いました。特

色のある番組が増えていくのは良いと思います。 

 

委員： 

「給食だいすき」というコーナーは、新型コロナウイルス対策の影響で、取材が難しいと

思いますが、私もラジオ番組に初めて出て、自分も喋ってみたいということで番組を持たせ

て頂いたので、このような取り組みは今後も続けてもらいたいと思います。 

 

委員： 

金曜日午前 11時の「スマイルさん」は、入間ケーブルテレビと入間市広報誌と連動して

いますが、私はラジオで聴いています。入間市内在住の様々な分野で活躍されている方がゲ

ストとして登場されます。パーソナリティの篠田敬子さん（入間ケーブルテレビ）が、様々

な角度から話題を引き出していて、とても好感が持てます。 

 

委員： 

他の番組では電話での取材が多いですが、やはり直接会っての対談は深みが感じられます。

コロナ禍において、公民館や団体が開催する講演会等が中止や縮小になっています。素晴ら

しい知識をお持ちの方が、入間市民にはたくさんいます。FMチャッピーを通して、講演会

などの取り組みを紹介していただきたいと思います。 

 

委員： 

「とれたてラジオ」パーソナリティの安田佳代さんが、番組内で、入間市二本木在住の関

谷和（せきや かず）さんを紹介していました。関谷さんは、教職を退職された後に、入間

市二本木地区の歴史や、方言を研究されているそうです。入間市二本木地区の歴史や、方言

を保存しようとした理由などを話していました。短い時間の中でしたが、とても深く心に残



りました。入間市には素晴らしい方がたくさんいますので、番組で取り上げていただきたい

と思います。 

 

事業者： 

番組制作の参考とさせていただきます。 

 

委員： 

FMチャッピーのホームページですが、終了した事が削除されずに残っていることが多々

あります。放送内で、終了した行事の案内をしていた事もありました。聴いている私たちは、

違和感を持ちます。収録時の確認が必要だと思います。 

 

事業者： 

 終了している情報が残ってしまう事は、課題として把握しております。 

今後、速やかに情報更新できるよう努めさせていただきます。 

委員： 

自宅で過ごす時間が長くなり、「何かをしながらラジオを聴く」という生活習慣が定着し

てきました。テレビでは、連日、新型コロナウイルスなどの暗い話題が多いですが、ラジオ

は懐かしい音楽や、大好きなアーティストの曲が流れるなど、チャッピーエリアの身近な情

報に耳を傾ける時間を楽しんでいます。改めて、番組を聴く機会が多くなり、各番組に定着

したコーナーが多々あると思いました。それがまた番組の魅力の一つとなっているように感

じます。例えば、長寿のコーナーになっている「給食だいすき」です。生放送で、しかも新

型コロナウイルス対策をしながらの取材で、大変苦労をされていると思いますが、子どもた

ちの生の声は元気がもらえます。言葉に詰まったりする子どもには、インタビュアーの篠田

敬子さん（入間ケーブルテレビ）が質問を変えながら、上手にフォローをする姿が目に浮か

ぶようで、微笑ましいコーナーになっています。 

 

委員： 

パーソナリティが「新型コロナウイルス対策」の事を「しんコロ対策」と言っていました。

「新型コロナウイルス対策」を短くした言い方だと思いますが、深刻な状態の中、とても違

和感がありました。言葉を大事にする職業でありますので、現在の世界的状況等を踏まえ、

発言をしてもらいたいです。 

 

事業者： 

ご指摘に関しましては、おっしゃる通りだと思います。言葉遣いを含めまして、本件特定

の人物だけではなく、パーソナリティ全体に今一度指導したいと思います。 



 

委員長： 

これで、審議を終了させていただきます。        （以上で議事終了） 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

ホームページの情報更新頻度の改善 制作担当者会議にて協議 1 月 13日 

新型コロナウイルスの呼び方の改善 パーソナリティ全体へ指導 適宜実施 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・1月 20日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp）にて掲載。 

・1月 31日（日）午前 7：00～7：27「番組審議会レポート」にてラジオ放送。 

・書面:自社来客用窓口に据え置き 

 

９．その他の参考事項 

  
 特になし。 

 

以上 

 
 
 
 
 
 

 


